














化 してきたかを知ること、また職場 と住居の関係が どのように変化 したかを現
状か ら知る。研究の対象地 として、大都市圏では大阪市 と大阪市を中心都市 と
した大阪都市圏を取 り上げる。
1　 研 究対 象 と研 究 方法
研究対象地として中心都市として大阪市 とし、ヒアリング対象は女性とする。
　女性の社会進出が具体的な個人の生活で どのように変化 してきたかを知るた







　 この中から、職場のハー ド面でどのような変化が起 きたのか、今後職場での




な職住分離は女性の働 き方 をどのように変えたのか。都市構造 と住居の移動、
大阪市の人口の流出入を調査 した。
五　 都 市構造 と住居 の移 動
　大阪市では1920年 代以降の市域の拡張によって、中心市街地 と郊外 との関係
を創 るため、都市計画が進め られた。近代、戦前 までは仕事場 と家庭が同 じ、
または近 くにある職住近接を旨としていた。 しか し、産業構造の発展により公
害などの都市環境の悪化を憂慮 した富裕層の住居の郊外移転などもあ り、中心
部での商売 と郊外の本宅 という形ができていった。 しかし地方からの流入都市
労働者は中心市街地の周辺の工業地帯周辺地域に居住していく状況になる。戦
後は、自営業者が減少 し、サラリーマ ン・核家族が郊外 に居住 し、都心に通勤
する形態に変わる。























































































ような地区に流入 しているか、区別の昼夜 間人口比率を調べた。2005年 度(平
成17年)の 国勢調査 を元にす ると、最 も比率が高 くなるのは中央区で761.8%、






　大阪市への全体の流入人口は、30～34歳 が最 も多い。次いで35～39歳 、25～
29歳、55～59歳 、40～44歳 の順である。しか し、これを男女別で見ると年代層
は大きく異なる。
35
　流入人口を男女の割合で見ると、15～19歳 、20～24歳 、25歳 ～29歳 は女性の
方が若干多い。 しかし25～29歳 をピークに減少し続ける。一般的には、日本の













皿　 働 く女性 と街 の移 り変 わ りを知 る一世代別グループ ・インタビュー






　グループ ・インタビューは、大阪市内在住 ・在勤の20代 、30代、40代 、50代、
60代 の各世代で、大阪市内の事業所に3年 聞以上勤務 した経験を条件 に、1世
代3人 ずつ、1グ ループ120分 とした。
　以下に述べる内容は、同 じ世代を代表することはできないが、平成20年 代初
めの時点の女性の暮 らしの記録、証拠でもある。
1.主 と して家族 と住居 に関 わるもの
(1)家 族構成(略)… 　 独身(単 身世帯、実の親などとの同居も含む)、央婦のみの世帯、
　　 自分と子どもを含めた世帯、などいずれも含まれる。
















(5)同 居す る家族の勤 め先
　　・ほとんどが大阪市内に通勤。本人が働いている場合 もほとんど大阪市内。















(3)入 浴 の時間帯(本 人 と家族)










(2)現 在の職場 の勤務 と期 間
　　 全員に離職歴があり、現在の職場に限れば、短い人はまだ数ヶ月、長い人は直近の
　　仕事を22年間続けていた(60代)、 あるいは16年間続けてやめたばか り(30代)な どで
　　あった。










　　 切 りをつけようと考えるようになり、退職した」(40代)。 「専業主婦時代は、義父の
　　 介護をしていた」(50代)。 「自分の新卒の頃は、男性は本店採用、女性は支店採用で、
　　 給与形態も違っていた」(60代)。 「自分たちの就職する頃は、女子の場合は縁故で就









































(3)結 婚 ・出産等 に よる休職 ・退職 ・復職等 と、産休 ・育休の取得、時間短縮
　　 の利用 について


















(3)職 場 内の男女構成、管理職の男女比、正規 ・非正規雇用の割合 について














(2)職 場 での給湯室、お茶、掃除の分担 の有無や変遷























7、 主 として職場 と自宅の間の場所 と時間の過 ご し方 に関わ るもの


















N　 大阪 市 に暮 らす三 世代(祖 母 ・母 ・娘)イ ンタ ビュー
　都市 と女性の歴史を、近代以降の中で、戦前、戦後、高度経済成長期において、















営業 をするかたわら、 自分は近所の人か らの誘いを受けて、裁縫の仕事もして
いた。
　 "母"は 、大阪市内で生まれ育った末っ子で、市内とはいえ子 どもの頃は周
囲が芋畑という環境だった。戦後のベビーブーム真っ只中で育ったため、小学
校時代は校舎が足 りず、半 日ごとに交代で通学するなどしていた。中学からは、
姉2人 が公立にいったが、私立の女子校に進学。父が 「行っておけ」 と言った。
卒業後は、姉の口利 きで、縁故で市内の会社 に入 り、数年オフィス通勤をした





を構えることにな り、市外 に転出。 しか し、子育ての時期は、市内の母親に助
けられた。専業主婦だったが、娘が10歳 になる頃か ら、近所の人に頼まれて、パー
トタイム勤務をしはじめた。











・祖母 と母の時代で、住居は全 く時代が変わっている。祖母 と母の時代で、家事
労働は、使 う道具自体が変わっている。繕い物 ・裁縫は、母から娘の時代にか










　以上か ら、三世代インタビューでは、 ライフヒス トリーの中か ら働 くことに
ついて考慮すべ き時代背景、街のハー ドに関係のあ りそうなエ ピソー ド、男女
の違いについて語られるところを取 り出した。そしてそれぞれ、分野史として、
雇用 ・労働の変化やオフィス、各場面でのハー ド、男女共同参画などの分野と、








わらないハー ドや制度の変化について、強 く印象を持って記憶 している場合が
多いことが特徴的であった。つまり、職場環境の変化や、通勤や買い物の方法




　祖母 ・母 ・娘の三世代では、ライフコースの選択と社会構造が激変 している
ことが再認識された。また勤務経験のある世代別インタビューでは、予測 した
ように、①家族に関わるもの、②住生活に関わるもの、③勤務先 と勤務経験の


















































・大阪市 ・大阪府 「大阪心ふれあうまちづくり賞 ・受賞作品」1994年 ～2005年
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